
英
語

（
α

）

国際的な通用性を備えた質の高い英語
力の基礎が，「読む」，「書く」，「話す」，
「聴く」の4技能において身についている。

ス
ポ
健

（
β

）

生涯にわたり豊かな生活を送るため，心
身の健康の重要性を，スポーツの経験を
通して理解している。

教
養

（
γ

）

幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな
人間性を形成していく基礎ができてい
る。

（α） （β） （γ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ）

S103405 和井内良樹 道徳教育

道徳教育の理論と実際を学ぶと共に、小中学
校での「道徳の時間」における授業理論及び
指導方法について理解を深め、「道徳の時
間」を指導する授業者としての基本的な技能
を習得することを目指す。今日、道徳性を養
う道徳教育の重要性が叫ばれる一方で、実際
に行われる道徳授業の形骸化などの問題が指
摘されている。このことも踏まえ、豊かな心
を育み、児童・生徒にとって魅力ある「道徳
の時間」の在り方について考えていきたい。

「人間発達領域専門科目」の選択科目であ
る。人間の発達成長のあり方について学ぶた
めの科目である。

学習指導要領における道徳教育の目標及び
「道徳の時間」の特質について理解できる。
「道徳の時間」の理論と指導方法について理
解できる。
学習指導案を作成し道徳授業を構想すること
ができる。

0.0 0.0 0.0 0.1 0.3 0.2 0.3 0.1

S103421 和井内良樹 道徳教育

道徳教育の理論と実際を学ぶと共に、小中学
校での「道徳の時間」における授業理論及び
指導方法について理解を深め、「道徳の時
間」を指導する授業者としての基本的な技能
を習得することを目指す。今日、道徳性を養
う道徳教育の重要性が叫ばれる一方で、実際
に行われる道徳授業の形骸化などの問題が指
摘されている。このことも踏まえ、豊かな心
を育み、児童・生徒にとって魅力ある「道徳
の時間」の在り方について考えていきたい。

「人間発達領域専門科目」の選択科目であ
る。人間の発達成長のあり方について学ぶた
めの科目である。

学習指導要領における道徳教育の目標及び
「道徳の時間」の特質について理解できる。
「道徳の時間」の理論と指導方法について理
解できる。
学習指導案を作成し道徳授業を構想すること
ができる。

0.0 0.0 0.0 0.1 0.3 0.2 0.3 0.1

S154410 和井内良樹 道徳授業論

小中学校での「道徳の時間」における授業理
論及び指導方法について理解を深め、「道徳
の時間」を指導する授業者としての基本的な
技能を習得することを目指すとともに、「特
別の教科　道徳」の今日的課題に迫りなが
ら、豊かな心を育み、児童・生徒にとって魅
力ある道徳授業デザインついて考えていく。

「人間発達領域専門科目」の選択科目であ
る。人間の発達成長のあり方について学ぶた
めの科目である。

学習指導要領における道徳教育の目標及び
「道徳の時間」の特質について理解できる。
「道徳の時間」の理論と指導方法について理
解できる。
道徳授業を構想し、学習指導案を作成するこ
とができる。 0.0 0.0 0.0 0.1 0.3 0.2 0.3 0.1

S103413 上原秀一 道徳教育

道徳教育の理論と実際を学ぶと共に、小中学
校での「道徳の時間」における授業理論及び
指導方法について理解を深め、「道徳の時
間」を指導する授業者としての基本的な技能
を習得することを目指す。今日、道徳性を養
う道徳教育の重要性が叫ばれる一方で、実際
に行われる道徳授業の形骸化などの問題が指
摘されている。このことも踏まえ、豊かな心
を育み、児童・生徒にとって魅力ある「道徳
の時間」の在り方について考えていきたい。

「人間発達領域専門科目」の選択科目であ
る。人間の発達成長のあり方について学ぶた
めの科目である。

・小中学校学習指導要領における道徳教育の
位置付けを理解する。
・小中学校の道徳の時間における授業の在り
方について理解する。
・小中学校における道徳授業の指導案を構想
する。

0.0 0.0 0.0 0.1 0.3 0.2 0.3 0.1

教育学部・総合人間形成課程　カリキュラムマップ　（人間発達領域）

基
盤
教
育

学
習
・
教
育
目
標

専門教育
学習・教育目標

（Ａ）社会や文化の形成に関する知識を修得し，自らの専門領域について深く理解している。
（Ｂ）知識基盤社会における普遍的・今日的課題について考察し，その解決に向けて適切に判断できる。
（Ｃ）社会や文化の形成に関する活動に取り組むため，専門的技能と幅広い表現力を身につけている。
（Ｄ）実践と省察により自らを高めていく課題を設定し，その解決に向けた主体的な取り組みができる。
（Ｅ）社会人としての自覚と責任感をもち，多様な人々と共生しながら社会や文化の形成に貢献できる。

時間割コード 担当者氏名 授業科目名 授業の内容 学習・教育目標との関連 授業の到達目標

学習・教育目標の項目記号

　学習・教育目標の項目との関連を
　0.0, 0.1, 0.2,・・・,0.9, 1.0

　の数値で表す
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英
語

（
α

）

国際的な通用性を備えた質の高い英語
力の基礎が，「読む」，「書く」，「話す」，
「聴く」の4技能において身についている。

ス
ポ
健

（
β

）

生涯にわたり豊かな生活を送るため，心
身の健康の重要性を，スポーツの経験を
通して理解している。

教
養

（
γ

）

幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな
人間性を形成していく基礎ができてい
る。

（α） （β） （γ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ）

教育学部・総合人間形成課程　カリキュラムマップ　（人間発達領域）

基
盤
教
育

学
習
・
教
育
目
標

専門教育
学習・教育目標

（Ａ）社会や文化の形成に関する知識を修得し，自らの専門領域について深く理解している。
（Ｂ）知識基盤社会における普遍的・今日的課題について考察し，その解決に向けて適切に判断できる。
（Ｃ）社会や文化の形成に関する活動に取り組むため，専門的技能と幅広い表現力を身につけている。
（Ｄ）実践と省察により自らを高めていく課題を設定し，その解決に向けた主体的な取り組みができる。
（Ｅ）社会人としての自覚と責任感をもち，多様な人々と共生しながら社会や文化の形成に貢献できる。

時間割コード 担当者氏名 授業科目名 授業の内容 学習・教育目標との関連 授業の到達目標

学習・教育目標の項目記号

　学習・教育目標の項目との関連を
　0.0, 0.1, 0.2,・・・,0.9, 1.0

　の数値で表す

S103502 青柳　宏
教育課程及び方法（特別活動を含
む）

教育の目的とは何か、を改めて検討すること
から教育課程及び教育方法について考察す
る。具体的には平和主義、民主主義、平等主
義の視点から教育課程及び教育方法について
考察する。またこの考察をふまえて、「学
力」概念についての再検討をおこなう。

人間発達領域の専門科目である。教育の真の
目的とは何かを再考し、その目的を現実の社
会の中でどのように組織的に実現し得るの
か、ということに関わる構想力を育むことを
めざす。

真の教育目的とは何か、を真摯に考え続ける
ことができる。また現実の社会の中で教育目
的をどのように実現していくか、ということ
について構想することができる。 0.0 0.0 0.0 0.1 0.3 0.1 0.2 0.3

S103510 青柳　宏
教育課程及び方法（特別活動を含
む）

教育の目的とは何か、を改めて検討すること
から教育課程及び教育方法について考察す
る。具体的には平和主義、民主主義、平等主
義の視点から教育課程及び教育方法について
考察する。またこの考察をふまえて、「学
力」概念についての再検討をおこなう。

人間発達領域の専門科目である。教育の真の
目的とは何かを再考し、その目的を現実の社
会の中でどのように組織的に実現し得るの
か、ということに関わる構想力を育むことを
めざす。

真の教育目的とは何か、を真摯に考え続ける
ことができる。また現実の社会の中で教育目
的をどのように実現していくか、ということ
について構想することができる。

0.0 0.0 0.0 0.1 0.3 0.1 0.2 0.3

S103600 未定 生活指導（進路指導を含む）

生活指導（生徒指導）は、学習指導と並ぶ学
校教育の基本機能である。児童生徒の学校適
応や自律を図り、社会的な自己実現を可能と
する自己指導能力の育成を目指す指導の在り
方であり、人間形成の中核を担うものであ
り、教職を目指すものにとっての最重要科目
のひとつといえる。本科目では、児童生徒の
さまざまな不適応問題を取り上げつつ、生徒
指導の意義、指導の在り方等について、基本
的理解を与えることを目的とする。

人間発達領域の専門科目であり、生活指導能
力の基礎を育成する。

教員として必要とされる生活指導（進路指導
を含む）に関する以下の基本的知識の習得。
○生活指導（生徒指導）の目的・構造につい
て。
○教科等の学校教育の諸領域における生活指
導の機能。
○日本型生活指導（生徒指導）の意義と効
果。
○児童生徒の健やかな成長・発達を保証する
ための指導の在り方。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.3 0.2 0.0 0.2

S103707 千島　雄太 生徒指導・進路指導

生徒指導上及び進路指導上の諸問題につい
て，その背景にある理論や指導方法も踏まえ
ながら具体例に即して講義する。

人間発達領域の専門科目。各学校段階におけ
る生徒指導・進路指導の理論及び方法につい
て学ぶ。各々の指導法に関する基礎的知識と
技能を修得する。

・生徒指導及び進路指導の基本的な知識と指
導方法を具体例に則して修得する。
・現代の児童・生徒や学校が抱える生徒指
導・進路指導上の諸問題について問題点を明
確にし，それを考察できる能力と態度を修得
する。

0.0 0.0 0.1 0.3 0.2 0.2 0.1 0.1

S107303 澤田匡人 生徒指導・進路指導

生徒指導上及び進路指導上の諸問題につい
て，その背景にある理論や指導方法も踏まえ
ながら具体例に即して講義する。

小学校・中学校・高等学校教員免許に必須の
教職科目。各学校段階における生徒指導・進
路指導の理論及び方法について学ぶ。各々の
指導法に関する基礎的知識と技能を修得す
る。

・生徒指導及び進路指導の基本的な知識と指
導方法を具体例に則して修得する。
・現代の児童・生徒や学校が抱える生徒指
導・進路指導上の諸問題について問題点を明
確にし，それを考察できる能力と態度を修得
する。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.2 0.2 0.2 0.1
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英
語

（
α

）

国際的な通用性を備えた質の高い英語
力の基礎が，「読む」，「書く」，「話す」，
「聴く」の4技能において身についている。

ス
ポ
健

（
β

）

生涯にわたり豊かな生活を送るため，心
身の健康の重要性を，スポーツの経験を
通して理解している。

教
養

（
γ

）

幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな
人間性を形成していく基礎ができてい
る。

（α） （β） （γ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ）

教育学部・総合人間形成課程　カリキュラムマップ　（人間発達領域）

基
盤
教
育

学
習
・
教
育
目
標

専門教育
学習・教育目標

（Ａ）社会や文化の形成に関する知識を修得し，自らの専門領域について深く理解している。
（Ｂ）知識基盤社会における普遍的・今日的課題について考察し，その解決に向けて適切に判断できる。
（Ｃ）社会や文化の形成に関する活動に取り組むため，専門的技能と幅広い表現力を身につけている。
（Ｄ）実践と省察により自らを高めていく課題を設定し，その解決に向けた主体的な取り組みができる。
（Ｅ）社会人としての自覚と責任感をもち，多様な人々と共生しながら社会や文化の形成に貢献できる。

時間割コード 担当者氏名 授業科目名 授業の内容 学習・教育目標との関連 授業の到達目標

学習・教育目標の項目記号

　学習・教育目標の項目との関連を
　0.0, 0.1, 0.2,・・・,0.9, 1.0

　の数値で表す

S103804 澤田匡人 生徒指導・進路指導

生徒指導に関する基礎的な知識を含む進路指
導の理論と方法について具体例に即して講義
する。

小学校・中学校・高等学校教員免許に必須の
教職科目。各学校段階における進路指導・生
徒指導の理論及び方法について学ぶ。各々の
指導法に関する基礎的知識と技能を修得す
る。

・生徒指導及び進路指導の基本的な知識と指
導方法を具体例に則して修得する。
・現代の児童・生徒や学校が抱える進路指導
上の諸問題について問題点を明確にし，それ
を考察できる能力と態度を修得する。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.2 0.2 0.2 0.1

S103901 川原誠司 教育相談

教育相談に携わる教師が必要な観点について
講義する。また、授業の中で出来るだけ討論
や実習を加えて、講義内容を実感できたり、
受講生同士の人間関係を促進するように留意
する。

本授業は，学校教育教員養成課程の課程共通
科目であり，課程における専門性を高めると
いう目標に対応している。

「相談」というものを実感し、それにまつわ
る知識ならびに態度、スキルを積極的に学ん
でいく姿勢を身につける。それを自分が接す
る対象に少しでも活かせる応用力を磨く。 0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.1 0.3 0.2

S103910 白石智子 教育相談

教育相談の領域，対象，方法に関する講義を
行い，基礎的な知識をどのように活用するか
という実践的な課題について扱う。

本授業は，学校教育教員養成課程の課程共通
科目であり，課程における専門性を高めると
いう目標に対応している。

・教育相談の位置づけおよび理論と実践につ
いて最低限の知識と態度を身につけること。
・受講生各々が「教育相談の視点」をもち教
育現場に活かすこと。 0.0 0.0 0.0 0.2 0.3 0.2 0.1 0.2

S104002 千島　雄太 教育相談

教育相談の対象となる諸問題について，その
背景にある理論や指導方法も踏まえながら具
体例に即して講義する。

小学校・中学校・高等学校教員免許に必須の
教職科目。各学校段階における教育相談の方
法と内容について学ぶ。また，カウンセリン
グに関する基礎的な知識と理論及び方法を修
得する。

・カウンセリングの基本的な知識も含む教育
相談の基本的な知識と指導方法を具体例に則
して修得する。
・現代の児童・生徒や学校が抱える諸問題に
ついてその実体や問題点を明確にし，それを
考察できる能力と態度を修得する。

0.0 0.0 0.1 0.3 0.2 0.2 0.1 0.1

S150004 上原秀一 教育哲学

今日の教育に関する諸概念を哲学的に吟味す
るために、過去の教育思想に関する基礎的な
知識を修得する。

「人間発達領域専門科目」の選択科目であ
る。人間の発達成長のあり方について学ぶた
めの科目である。

・近代における教育思想の課題の構造を理解
する。
・今日の教育思想の構造の歴史的な成り立ち
を理解する。

0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

S156002 青柳　宏 教育方法学

幼児教育、学校教育、その他の教育現場（少
年院、識字教室等）における教育方法につい
て、ビデオの視聴、文献の購読を通して検討
していく。

人間発達領域の専門科目である。様々な教育
の方法を人間形成の視点から検討していく力
を育むことをめざす。

様々な教育を人間形成の視点から検討し、評
価することができる。

0.0 0.0 0.0 0.1 0.3 0.1 0.2 0.3

S150106 上原秀一 国際化と教育

国際化の進展に伴って今日の学校と社会に生
じている様々な教育課題について基礎的な知
識を習得する。

「人間発達領域専門科目」の選択科目であ
る。人間の発達成長のあり方について学ぶた
めの科目である。

・教育における国際化の進展状況を統計など
を活用して理解する。
・教育の国際化に対応した様々な教育改革の
進展状況を理解する。 0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2
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英
語

（
α

）

国際的な通用性を備えた質の高い英語
力の基礎が，「読む」，「書く」，「話す」，
「聴く」の4技能において身についている。

ス
ポ
健

（
β

）

生涯にわたり豊かな生活を送るため，心
身の健康の重要性を，スポーツの経験を
通して理解している。

教
養

（
γ

）

幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな
人間性を形成していく基礎ができてい
る。

（α） （β） （γ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ）

教育学部・総合人間形成課程　カリキュラムマップ　（人間発達領域）

基
盤
教
育

学
習
・
教
育
目
標

専門教育
学習・教育目標

（Ａ）社会や文化の形成に関する知識を修得し，自らの専門領域について深く理解している。
（Ｂ）知識基盤社会における普遍的・今日的課題について考察し，その解決に向けて適切に判断できる。
（Ｃ）社会や文化の形成に関する活動に取り組むため，専門的技能と幅広い表現力を身につけている。
（Ｄ）実践と省察により自らを高めていく課題を設定し，その解決に向けた主体的な取り組みができる。
（Ｅ）社会人としての自覚と責任感をもち，多様な人々と共生しながら社会や文化の形成に貢献できる。

時間割コード 担当者氏名 授業科目名 授業の内容 学習・教育目標との関連 授業の到達目標

学習・教育目標の項目記号

　学習・教育目標の項目との関連を
　0.0, 0.1, 0.2,・・・,0.9, 1.0

　の数値で表す

S158400 上原秀一 教育統計学

教育統計を活用して我が国や諸外国の教育の
特徴を調べるための基礎的な知識を修得す
る。

「学校教育専攻専門科目」の「教育学領域」
の選択科目である。学校教育の基盤となる教
育学を学ぶための科目である。

・国内の教育統計を活用して我が国の教育の
経年変化の状況を調べる方法を修得する。
・国際的な教育統計を活用して我が国の教育
の国際的な特徴を調べる方法を修得する。 0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

S152007 （未定） 比較教育

諸外国の教育や学校の制度・態様を比較教育
文化論的観点から学び、各国の特色を明らか
にするとともに、それらとの比較を通して日
本の教育・学校の特質を浮き彫りにしてい
く。個人・グループによる発表と全員による
ディスカッションを行う。

人間発達領域の領域専門科目として、国際的
視野から教育の歴史、現状、課題などの比較
検討を行うことで、教育に関する幅広い教養
と興味関心を喚起する。

・現在日本で問題になっている教育事情を国
際的観点で考察できるようになる。
・各自のテーマに沿って文献資料を元に発表
資料を作成し、的確な発表を行うことができ
る。
・発表内容について質問・意見を出すなど、
議論に積極的に参加するこことができるよう
になる。　　　　　　　　　　　・政治・経
済・文化などと関連づけながら教育問題を考
察できる能力を養う。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.3 0.2 0.1 0.1

S158005 未定 学級経営

主に小・中学校における学級担任の職務につ
いての全体的、構造的理解を図り、学級担任
を担当できる基礎知識を与えることが、本科
目の目的である。わが国の学校教育における
学級担任の仕事は、欧米諸国に比べきわめて
幅広く構造的である。その理由は、生活指導
（生徒指導）の仕事がわが国の学校教育にお
いて広い内容を含んでおり、そのおおくに学
級担任がかかわっているからである。した
がって、本科目の学習は、わが国の学校教育
の目的、特質に即した学級担任の職務を遂行
する上で重要である。

学級経営は、学級担任が学習指導と生徒指導
の両機能を担任学級の経営の中で医科に調和
的に実現していくかについて教えるものであ
り、生徒指導の上級科目というべきものであ
り、教職課程におけるより高い教育内容であ
る。

学級担任の職務に関する以下のような基本的
知識の習得が目標である。
○学級担任の法定職務。
○学級担任の教育上の職務。
○生活指導（生徒指導）と学級担任の職務。
○学級担任と教室管理について。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.3 0.2 0.0 0.2

S162002 白石智子 臨床心理学

本授業では，臨床心理学の基礎知識として，
心理的問題や精神障害について代表的なもの
をいくつか取り上げ，それぞれの症状にはど
のようなものがあるか，また，どのように形
成・維持・変化すると考えられているかにつ
いて，生物的・心理的・社会的視点から講義
する。

本授業は，総合人間形成課程の人間発達領域
専門科目に含まれ，領域の専門性を高めると
いう目標に対応している。

・心理的問題や精神障害の操作的定義および
メカニズム論について，最低限の知識を身に
つけること。
・学びを通して，人間を多次元的・統合的に
捉えられるようになること。 0.0 0.0 0.0 0.3 0.2 0.2 0.1 0.2

S160000 石川 隆行 発達心理学

生涯発達心理学の視点により、精神発達の法
則と機構について、講義します。特に発達と
学習の相互作用に重点をおいて、現象的な変
化の背後にある因果関係について考えます。

人間発達領域の専門科目の１つです。
乳幼児期から青年期までの発達を生涯発達と
の関連の中で、その様相とメカニズムについ
て学びます。

・生涯発達心理学の立場から、現実の幼児・
児童・青年の行動と心を理解する手法と能力
を身につけます。
・発達段階に応じた幼児・児童生徒の特性に
ついて基礎的な理解を深めます。

0.0 0.0 0.1 0.1 0.2 0.3 0.2 0.1

4/11



英
語

（
α

）

国際的な通用性を備えた質の高い英語
力の基礎が，「読む」，「書く」，「話す」，
「聴く」の4技能において身についている。

ス
ポ
健

（
β

）

生涯にわたり豊かな生活を送るため，心
身の健康の重要性を，スポーツの経験を
通して理解している。

教
養

（
γ

）

幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな
人間性を形成していく基礎ができてい
る。

（α） （β） （γ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ）

教育学部・総合人間形成課程　カリキュラムマップ　（人間発達領域）

基
盤
教
育

学
習
・
教
育
目
標

専門教育
学習・教育目標

（Ａ）社会や文化の形成に関する知識を修得し，自らの専門領域について深く理解している。
（Ｂ）知識基盤社会における普遍的・今日的課題について考察し，その解決に向けて適切に判断できる。
（Ｃ）社会や文化の形成に関する活動に取り組むため，専門的技能と幅広い表現力を身につけている。
（Ｄ）実践と省察により自らを高めていく課題を設定し，その解決に向けた主体的な取り組みができる。
（Ｅ）社会人としての自覚と責任感をもち，多様な人々と共生しながら社会や文化の形成に貢献できる。

時間割コード 担当者氏名 授業科目名 授業の内容 学習・教育目標との関連 授業の到達目標

学習・教育目標の項目記号

　学習・教育目標の項目との関連を
　0.0, 0.1, 0.2,・・・,0.9, 1.0

　の数値で表す

S160500 川原誠司 人格心理学

人格心理学に関する基本的事項（性格の類型
と特性、性格検査、人格発達、人格障害）を
講義する

本授業は，総合人間形成課程の人間発達領域
専門科目の一つであり，領域における専門性
を高めるという目標に対応している。

・人格についての基本的な知識や見方を習得
すること。

0.0 0.0 0.0 0.6 0.2 0.1 0.1 0.0

S161006 石川 隆行 学習心理学

心理学の１つの専門分野である「学習心理
学」に関する理論や様々な研究知見を具体例
に則して講義します。

人間発達領域の専門科目の１つです。
「教育心理学」における学習と学習指導に関
する内容を深めます。

・「学習心理学」に関する基本的な知識を学
習理論と学習指導法の側面から修得し、効果
的な学習指導のあり方を考えることができる
ようにする。 0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.3 0.2 0.1

S163009 澤田匡人 社会心理学

心理学の１専門分野である「社会心理学」に
関する理論や様々な研究知見を具体例に即し
て講義する。

高等学校の「公民」免許を取得するための選
択必修科目であり、人間発達領域における専
門科目としての意義を持つ。社会調査に関す
る教材研究を行うのに必要な知識と技能を育
成する。

・社会心理学に関する基本的な知識と研究方
法を具体例に則して修得する。
・各自の体験にも拡張されうる様々な現象に
ついて社会心理学的な理解を深める。 0.0 0.0 0.0 0.5 0.2 0.1 0.1 0.1

S169007
石川隆行
澤田匡人

心理統計学

調査や実験の解析で用いられる統計の理解と
実践を演習形式で行う。心理学的研究で用い
られる基礎的な統計の手法（無相関検定・ｔ
検定）を取り上げる。

人間発達領域の専門科目の１つとして、心理
統計の基礎知識を授け、この分野への幅広い
興味関心を喚起する。

・記述統計（平均値・標準偏差・相関）の意
味や算出方法を具体例に即して修得する。
・推測統計（無相関検定・ｔ検定・回帰分
析）の意味や算出方法を具体例に即して修得
する。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.2 0.1 0.3 0.1

S950110 川原誠司 心理療法Ⅰ

代表的な４つの心理療法について講義する。 本授業は，総合人間形成課程における人間発
達領域専門科目に含まれ，領域の知識を深め
るという目標に対応している。

・各心理療法の基本的な用語や考え方を習得
すること。
・各心理療法の有効性と制限とについて理解
すること。
・日常場面での適用を考えること。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.2 0.1 0.3 0.1

S950115 白石智子 心理療法Ⅱ

本授業では，心理療法Ⅰにおける概論を踏ま
えた上で，特定の心理療法の理論と実践つい
て講義を行う。

本授業は，総合人間形成課程における人間発
達領域専門科目に含まれ，領域の知識を深め
るという目標に対応している。

・取り上げた心理療法の背景理論を理解する
こと。
・取り上げた心理療法のエッセンスを，日常
生活に実践応用できること。 0.0 0.0 0.0 0.4 0.1 0.2 0.2 0.1

S166008 橘川　真彦 発達心理学特講

　今日の子どもの発達や教育についてのト
ピックスを取り上げ、発達心理学の研究では
どのようなところまで成果が得られているか
講義する。

人間発達領域の専門科目である。トピックス
として、いじめ、不登校、非行などの背景に
ある心理的発達の問題について学ぶ。

・いじめ、不登校、非行などの背景にある心
理的発達の　問題について深く理解する。

・発達問題を解決する指導法や環境構成につ
いての技能や能力を習得する。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.3 0.1 0.1 0.2
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英
語

（
α

）

国際的な通用性を備えた質の高い英語
力の基礎が，「読む」，「書く」，「話す」，
「聴く」の4技能において身についている。

ス
ポ
健

（
β

）

生涯にわたり豊かな生活を送るため，心
身の健康の重要性を，スポーツの経験を
通して理解している。

教
養

（
γ

）

幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな
人間性を形成していく基礎ができてい
る。

（α） （β） （γ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ）

教育学部・総合人間形成課程　カリキュラムマップ　（人間発達領域）

基
盤
教
育

学
習
・
教
育
目
標

専門教育
学習・教育目標

（Ａ）社会や文化の形成に関する知識を修得し，自らの専門領域について深く理解している。
（Ｂ）知識基盤社会における普遍的・今日的課題について考察し，その解決に向けて適切に判断できる。
（Ｃ）社会や文化の形成に関する活動に取り組むため，専門的技能と幅広い表現力を身につけている。
（Ｄ）実践と省察により自らを高めていく課題を設定し，その解決に向けた主体的な取り組みができる。
（Ｅ）社会人としての自覚と責任感をもち，多様な人々と共生しながら社会や文化の形成に貢献できる。

時間割コード 担当者氏名 授業科目名 授業の内容 学習・教育目標との関連 授業の到達目標

学習・教育目標の項目記号

　学習・教育目標の項目との関連を
　0.0, 0.1, 0.2,・・・,0.9, 1.0

　の数値で表す

S950125 石川 隆行 教育心理学特講

教育心理学における特定の研究テーマを取り
上げます。今年度は「子ども」に関わる諸問
題について、その背景にある理論や様々な研
究知見を具体例に則して講義します。

人間発達領域の専門科目の１つとして、効果
的な教育活動ができるよう基礎的な知識を提
供します。この分野における興味関心を引き
出します。

・「子ども」に関する基本的な知識を理論と
発達の面を中心に修得し、学習した内容を
「子ども」という見地から、現代の心理教育
的問題について自らがまとめることができる
ようにする。

0.0 0.0 0.1 0.1 0.2 0.2 0.3 0.1

S950145 澤田匡人 感情心理学特講

心理学の１専門分野である「感情心理学」に
関する理論や様々な研究知見を具体例に即し
て講義する。

人間発達領域の選択専門科目の一つとして，
感情全般に関する基礎知な識を授け，この分
野への幅広い興味関心を喚起する。

・感情心理学に関する基本的な知識と研究方
法を具体例に則して修得する。
・各自の体験にも拡張されうる様々な現象に
ついて感情心理学的な理解を深める。

0.0 0.0 0.0 0.5 0.2 0.1 0.1 0.1

S950150

川原誠司
橘川真彦
澤田匡人
白石智子
石川隆行

教育心理学実験

それぞれのトピックについて実際に研究や査
定を行い、実体験し、方法を身につける。

本授業は，総合人間形成課程の人間発達領域
専門科目の一つであり，領域における専門性
を高めるという目標に対応している。

・それぞれの研究方法はどのようなことを測
定する場合に有効な方法なのかを理解する。
・特定の方法のもとでのデータ収集の仕方や
分析の仕方を学ぶ。 0.0 0.0 0.0 0.6 0.1 0.1 0.1 0.1

S107648 川原誠司 教育臨床学演習Ⅰ

「不登校」「学級崩壊」「いじめ」「虐待」
などの学校現場や教育に関する臨床的トピッ
クを取り上げ、それについての基本的な文献
や資料を検索・整理してもらい、発表する。

本授業は，人間発達領域の専門科目の1つで
あり，教育の場を中心とした人間発達や人間
形成のあり方について学んでいく。

教育臨床的な各トピックについての概要を理
解し、自分が今後そのような状況におかれた
とき、対象者にどのように向き合うかをじっ
くり見つめる。 0.0 0.0 0.0 0.1 0.3 0.1 0.3 0.2

S107656 川原誠司 教育臨床学演習Ⅱ

教育者や養育者としての心のあり方について
実例を挙げながら検討し、それらの心理的要
因の重要性を理解すること、受講生の自己分
析を行うことといった活動を行う。

本授業は，人間発達領域の専門科目の1つで
あり，教育の場を中心とした人間発達や人間
形成のあり方について学んでいく。

教育臨床的な各トピックについての概要を理
解し、自分が今後そのような状況におかれた
とき、対象者にどのように向き合うかをじっ
くり見つめる。 0.0 0.0 0.0 0.1 0.3 0.1 0.3 0.2

S107664 川原誠司 カウンセリング実習

紙上応答やロールプレイ、ボランティアなど
での活動を通して、カウンセリングに必要な
やりとりに着いて綿密に検討し、内省を深め
る。

本授業は，学校教員養成課程の「教科または
教職」に含まれ，多専攻からの教育臨床的な
関心に応え、力量向上を支援する。

カウンセリングの基本的なスタイルを修得す
る。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.2 0.1 0.3 0.1
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英
語

（
α

）

国際的な通用性を備えた質の高い英語
力の基礎が，「読む」，「書く」，「話す」，
「聴く」の4技能において身についている。

ス
ポ
健

（
β

）

生涯にわたり豊かな生活を送るため，心
身の健康の重要性を，スポーツの経験を
通して理解している。

教
養

（
γ

）

幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな
人間性を形成していく基礎ができてい
る。

（α） （β） （γ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ）

教育学部・総合人間形成課程　カリキュラムマップ　（人間発達領域）

基
盤
教
育

学
習
・
教
育
目
標

専門教育
学習・教育目標

（Ａ）社会や文化の形成に関する知識を修得し，自らの専門領域について深く理解している。
（Ｂ）知識基盤社会における普遍的・今日的課題について考察し，その解決に向けて適切に判断できる。
（Ｃ）社会や文化の形成に関する活動に取り組むため，専門的技能と幅広い表現力を身につけている。
（Ｄ）実践と省察により自らを高めていく課題を設定し，その解決に向けた主体的な取り組みができる。
（Ｅ）社会人としての自覚と責任感をもち，多様な人々と共生しながら社会や文化の形成に貢献できる。

時間割コード 担当者氏名 授業科目名 授業の内容 学習・教育目標との関連 授業の到達目標

学習・教育目標の項目記号

　学習・教育目標の項目との関連を
　0.0, 0.1, 0.2,・・・,0.9, 1.0

　の数値で表す

S818005 非常勤講師 社会教育計画Ⅰ

この授業では、社会教育主事養成コースにお
ける内容のうち、「社会教育の対象の理解と
組織化」、「社会教育施設の経営」、「社会
教育調査とデータの活用」、「社会教育事業
計画」について理解を深めることをねらいと
した授業を行なう。

この授業は人間発達領域の専門科目であり、
また「社会教育計画Ⅱ」とともに、大学にお
ける社会教育主事任用資格取得のための必修
授業である。特に社会教育主事として実務を
遂行するための基礎的な考え方や手法につい
ての理解を促すことで、実践力の形成と向上
を期待する。

・地域における住民の学習活動、地域自治活
動を促進するための、地域の生涯学習・社会
教育計画の策定やその実践、およびそれらの
コーディネートを行う意義や手法の理解。
・実際に社会教育計画を立案、運営、評価す
る実践力を身につける。
・今後、社会教育について研究を進めていく
ための基礎的な力量の形成。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.2 0.2 0.2 0.1

S818501 佐々木　英和 社会教育計画Ⅱ

受講生がグループ発表や司会を行ったり、そ
れらの活動結果などについて相互に評価しあっ
たりすることをとおして、社会教育事業の企画・運
営について主体性を発揮するための疑似体験を
してもらう。

社会教育計画Ⅱは、大学の社会教育主事養成
コースにおける教育内容のうち、「地域社会
と社会教育」「学習情報提供と学習相談」
「社会教育と広報・広聴」「社会教育の評
価」について深めることを目標としたもので
ある。

受講生に、実際に社会教育主事として働く場
合にはどのような技能や心構えが必要かを自
覚・自己査定してもらうとともに、社会教育
主事有資格者にふさわしい実力を着実に身に
つけているという社会的評価がなされる程度
の力量の獲得を目標に置く。
・社会教育についての企画・立案ができる。
・効果的にプレゼンテーションできる。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.2 0.2 0.2 0.1

S920217 （未定） 社会教育演習

授業は５回に分けて実施され、最終回で自分
たちの企画した事業を実際に県の総合教育セ
ンターで行う。
そのため４回で事業の企画・立案を小グルー
プにわかれて行う。

社会教育計画Ⅰ及びⅡと対応した形で行う。
この科目は人間発達領域の専門科目であり、
また社会教育主事資格取得希望者のための科
目としても開設されている。その場合、社会
教育演習、社会教育課題研究、野外教育、野
外運動演習、地域調査実習のうち二科目を選
択する。

社会教育主事として、専門的な知見をふまえ
た実践的な能力及び学習者とのコミュニケー
ション能力の養成を図ることを目標とする。
・社会教育事業の企画書を書くことができ
る。
・小集団で合意形成し、一つの事業を実施す
ることができる。
・一般市民との対話経験を通じて、ルールや
方法を伝えることができる。
・実践を丁寧にふりかえり、次の行動に生か
すことができる。

0.0 0.0 0.0 0.2 0.1 0.4 0.3 0.0

S900208 宇賀神　民代 保育内容の指導法（健康）

子どもが健康で安全な生活を送っていくため
に、保育者として必要な知識を身につけ、保
育における幼児の健康問題とその対応につい
て理解する。また、子ども自身が自分の健康
のために身につけるべき生活習慣を学び、発
達段階に応じた指導の内容と方法を学ぶ。

人間発達領域の専門科目として、乳幼児の発
達と健康との関係を理解するものである。

・幼稚園教育要領と保育所保育指針の領域
「健康」を理解する。
・幼児の発達過程を理解し領域「健康」具体
的な内容と指導方法を学ぶ。
・保育における幼児の健康問題とその対応に
ついて様々な視点から考察する。 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.1 0.4 0.4

S900500 木村　壽子 保育内容の指導法（言葉）

乳幼児期の重要な発達課題の一つであること
ばの獲得と発達について学び、発達に基づい
た保育展開の必要について理解する。また、
領域「言葉」とは何か、どのような内容であ
るのかを、保育内容の歴史的変遷や教育要
領・保育指針の内容比較、他領域との関係性
等について学ぶとともに、子どもの言葉を豊
かにするための具体的な保育内容や指導法に
ついて理解する。

人間発達領域の専門科目として、言語表現活
動を通じた人間発達、とくに乳幼児期の発達
について学ぶ。

・乳幼児のことば獲得と発達について理解
し、発達のプロセスを説明できる
・領域「言葉」のねらい・内容について理解
し、それを実際の保育展開に結び付けること
ができる
・子どもの豊かな言語生活のために保育者が
行うべき援助内容や配慮点について理解する

0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.1 0.4 0.4
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英
語

（
α

）

国際的な通用性を備えた質の高い英語
力の基礎が，「読む」，「書く」，「話す」，
「聴く」の4技能において身についている。

ス
ポ
健

（
β

）

生涯にわたり豊かな生活を送るため，心
身の健康の重要性を，スポーツの経験を
通して理解している。

教
養

（
γ

）

幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな
人間性を形成していく基礎ができてい
る。

（α） （β） （γ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ）

教育学部・総合人間形成課程　カリキュラムマップ　（人間発達領域）

基
盤
教
育

学
習
・
教
育
目
標

専門教育
学習・教育目標

（Ａ）社会や文化の形成に関する知識を修得し，自らの専門領域について深く理解している。
（Ｂ）知識基盤社会における普遍的・今日的課題について考察し，その解決に向けて適切に判断できる。
（Ｃ）社会や文化の形成に関する活動に取り組むため，専門的技能と幅広い表現力を身につけている。
（Ｄ）実践と省察により自らを高めていく課題を設定し，その解決に向けた主体的な取り組みができる。
（Ｅ）社会人としての自覚と責任感をもち，多様な人々と共生しながら社会や文化の形成に貢献できる。

時間割コード 担当者氏名 授業科目名 授業の内容 学習・教育目標との関連 授業の到達目標

学習・教育目標の項目記号

　学習・教育目標の項目との関連を
　0.0, 0.1, 0.2,・・・,0.9, 1.0

　の数値で表す

S900305 青柳　宏 保育内容の指導法（人間関係）

幼児（人）が人（他の幼児、大人など）と
関わることの本質的な意味とは何か、また
幼児期における人間関係の発達について
考察する。また、これらをふまえて、人間
関係を育むための保育内容と方法につい
て検討していく。

人間発達領域の専門科目である。乳幼児
期において乳幼児（人）が人（穂の幼児、
大人）と関わることの本質的な意味を理解す
ること、またそれを実現していくための
教育（保育）を構想していく力を育むことを
めざす。

乳幼児期における人間関係の意味を理解でき
る。発達
及び人間形成の視点から、乳幼児の人間関係
を育む
教育（保育）を構想できる。 0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

S900040 佐々木　和也 保育内容の指導法（環境）

人間の発達における土台を形成する幼児期の
育ち環境のあり方について，保育現場の実際
を知ると共に，乳幼児期の環境教育の立場か
ら学ぶ。

人間発達領域の専門科目として、乳幼児の発
達と環境との関係を理解するものである。

地域の風土や伝統を生かして，乳幼児が様々
な体験ができるようにし，共感・驚き・感動
を大切にして，身近な環境に関心を持つよう
にするために、どのような支援をおこなうべ
きか，基本的な知識と態度を環境教育の視点
から養うことを目指す。

0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.2 0.3 0.3

S900607 株田　昌彦 保育内容の指導法（表現）

授業の前半では、幼児の造形活動の支援に有
効と思われる造形技法について教授し、後半
ではそれらを踏まえた紙芝居の制作指導を行
う。受講生は授業の最後に制作した紙芝居を
子どもの前で発表させる。またそのための指
導を行う。

幼稚園教諭及び保育士免許取得のための開設授幼児の成長発達過程における造形表現につい
て関心を高め、造形表現支援に重要と考えら
れる「素材の発見」、「プリミティブな表
現」、「見立て」といった視点や技術を修得
する。
また、応用例として紙芝居を制作し子どもの
前で発表する事で、子どもの視点に立った言
葉掛けを考える事が出来る。

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.5 0.2

S102417

丸山　剛史
石川　隆行
溜池　善裕
出口　明子

艮香織

生活科教育法

　生活科の設置の背景、教科の特質、低学年
児童の心理的特質、社会認識・自然認識の発
達の特質などを明らかにし、生活科の指導計
画の作成、教材づくり・環境構成や指導と評
価の基本的在り方について講義する。

人間発達領域の専門科目である。低学年の発
達段階に応じた教育内容及び教育方法委につ
いて学ぶ。年間計画の作成、教材分析、単元
計画等教職としての基礎的技能を習得する。

・低学年児童の自己認識，社会認識、自然認
識の様式を理解できるようになる。
・生活科の指導計画の作成、教材づくり・環
境構成・指導と評価について基礎技能を習得
する。 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 0.2 0.2 0.2

S102425

丸山　剛史
石川　隆行
熊田　禎介
出口　明子

艮香織

生活科教育法

　生活科の設置の背景、教科の特質、低学年
児童の心理的特質、社会認識・自然認識の発
達の特質などを明らかにし、生活科の指導計
画の作成、教材づくり・環境構成や指導と評
価の基本的在り方について講義する。

人間発達領域の専門科目である。低学年の発
達段階に応じた教育内容及び教育方法委につ
いて学ぶ。年間計画の作成、教材分析、単元
計画等教職としての基礎的技能を習得する。

・低学年児童の自己認識，社会認識、自然認
識の様式を理解できるようになる。
・生活科の指導計画の作成、教材づくり・環
境構成・指導と評価について基礎技能を習得
する。

0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 0.2 0.2 0.2

S107800
川島芳昭
村松和彦
丸山剛史

総合学習の指導

　社会にとって必要な課題解決能力を習得す
るために，「総合的な学習の時間」を題材
に，学習指導要領や実践例を基に指導展開の
設計，指導方法，さらには評価方法などに必
要な基礎的・基本的な知識・技能を習得する
ことを目指して講義する。

　社会における普遍的・今日的な課題を解決
する知識・技能を習得するために，「総合的
な学習の時間」に関する知識や指導法を基
に，課題解決の意義を知らせる。

・従来の総合学習の理論や実践を概観すると
ともにカリキュラムにおける統合や教育方法
の特質が言える。
・小・中・高の各学校における「総合的な学
習の時間（以下　総合学習）」が設置された
背景やねらい，その教育的意義について説明
できる。

0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.1 0.2 0.4
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英
語

（
α

）

国際的な通用性を備えた質の高い英語
力の基礎が，「読む」，「書く」，「話す」，
「聴く」の4技能において身についている。

ス
ポ
健

（
β

）

生涯にわたり豊かな生活を送るため，心
身の健康の重要性を，スポーツの経験を
通して理解している。

教
養

（
γ

）

幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな
人間性を形成していく基礎ができてい
る。

（α） （β） （γ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ）

教育学部・総合人間形成課程　カリキュラムマップ　（人間発達領域）

基
盤
教
育

学
習
・
教
育
目
標

専門教育
学習・教育目標

（Ａ）社会や文化の形成に関する知識を修得し，自らの専門領域について深く理解している。
（Ｂ）知識基盤社会における普遍的・今日的課題について考察し，その解決に向けて適切に判断できる。
（Ｃ）社会や文化の形成に関する活動に取り組むため，専門的技能と幅広い表現力を身につけている。
（Ｄ）実践と省察により自らを高めていく課題を設定し，その解決に向けた主体的な取り組みができる。
（Ｅ）社会人としての自覚と責任感をもち，多様な人々と共生しながら社会や文化の形成に貢献できる。

時間割コード 担当者氏名 授業科目名 授業の内容 学習・教育目標との関連 授業の到達目標

学習・教育目標の項目記号

　学習・教育目標の項目との関連を
　0.0, 0.1, 0.2,・・・,0.9, 1.0

　の数値で表す

S702230 石川由美子 発達障害児教育概論

文科省によると、一般の小学校・中学校に知
的に障害を伴わない高機能自閉症、アスペル
ガー症候群、LD、ADHDが約6.5%存在すると報
告されている。よって、彼らの障害特性を理
解し、一般の学級における指導技法を学習す
る。

特別支援教育が盲・聾・養護学校から一般の
小・中学校へ広がり、そこに在籍する発達障
害児の課題について学習することは、教師と
して重要な意義を持つものと考える。

LD、ADHD、高機能自閉症と言われる発達障害
児の特性を理解し、小・中学校における彼ら
の指導技法を学習することを目標とする。

0.0 0.0 0.0 0.4 0.2 0.2 0.1 0.1

S702110 司城紀代美 知的障害児心理・生理・病理

知的障害児に関して，心理的特性とその支援
方法，生理・病理の基本的知識を扱う。

知的障害児教育に関する基礎的な知識を身に
つけ，教職への意識を高める。

・特別支援学校の教員として必要な知的障害
児の基本的特性について理解する。
・知的障害をめぐる様々な問題に関心を持
ち，心理学等の知識を用いて自分の考えを述
べることができる。 0.0 0.0 0.0 0.4 0.3 0.1 0.1 0.1

S702130 池本喜代正 特別支援教育概論

障害とは何か、その概念について考察を加
え、障害児教育がどのような変遷をしてきた
かを学び、今日の特別ニーズ教育の国際的動
向について学ぶ。そして我が国の特別支援教
育の制度・課題について考察する。

特別支援学校教諭免許状を取得するための必
修科目であり、特別支援教育の入門的な概論
である。特別支援教育に関する関心を深め、
基礎的な知識の獲得を目指す。

・ICF（国際的生活機能分類）による障害の
捉え方について、理解する。・障害児の教育
がどのように生起し、発展してきたか、障害
児教育史に関する知識を獲得する。
・今日の我が国における特別支援教育制度や
教育の現状についての基礎的な知識を獲得す
る。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.3 0.2 0.1 0.1

S702140 池本喜代正 肢体不自由児教育概論

肢体不自由の原因、特徴。特性について学
ぶ。肢体不自由児教育の教育課程・教育内容
について学習する。

特別支援学校教諭免許状を取得するための必
修科目であり、特別支援教育における肢体不
自由児教育の入門的な概論である。肢体不自
由のある児童生徒の教育について関心を深
め、基礎的な知識の獲得を目指す。

・肢体不自由の病因について基礎的な知識を
獲得する。
・肢体不自由特別支援学校における教育課程
や教育内容の特徴について学ぶ。
・肢体不自由児に対する教育について関心を
持ち、教育の在り方について考える機会とす
る。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.3 0.2 0.1 0.1

S702170 池本喜代正 病弱児教育概論

病弱教育の対象の変遷と今日の病弱教育対象
児の特徴について学ぶ。病弱児教育の教育課
程・教育内容について学習する。

特別支援学校教諭免許状を取得するための必
修科目であり、特別支援教育における病弱児
教育の入門的な概論である。病弱の児童生徒
の教育について関心を深め、基礎的な知識の
獲得を目指す。

・病弱児教育について基礎的な知識を獲得す
る。
・病弱特別支援学校における教育課程や教育
内容の特徴について学ぶ。
・病弱児に対する教育について関心を持ち、
教育の在り方について考える機会とする。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.3 0.2 0.1 0.1

S702220 岡澤　慎一 重複障害児教育概論

重複障害，重度重複障害および重症心身障害
といわれる人への教育的対応において重要に
なる視点に関して理解を深める．

特別支援学校教員免許を取得するための必修
科目であり，肢体不自由児心理学，病弱児生
理学の履修を前提とした応用編としての意義
を持つ．

・重複障害，重度重複障害および重症心身障
害といわれる人への教育的対応において重要
になる視点に関して自分の考えを述べること
ができる．
・重複障害がある子どもの音声言語以外の
様々な“ことば”を受信できる

0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.1 0.3 0.2
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英
語

（
α

）

国際的な通用性を備えた質の高い英語
力の基礎が，「読む」，「書く」，「話す」，
「聴く」の4技能において身についている。

ス
ポ
健

（
β

）

生涯にわたり豊かな生活を送るため，心
身の健康の重要性を，スポーツの経験を
通して理解している。

教
養

（
γ

）

幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな
人間性を形成していく基礎ができてい
る。

（α） （β） （γ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ）

教育学部・総合人間形成課程　カリキュラムマップ　（人間発達領域）

基
盤
教
育

学
習
・
教
育
目
標

専門教育
学習・教育目標

（Ａ）社会や文化の形成に関する知識を修得し，自らの専門領域について深く理解している。
（Ｂ）知識基盤社会における普遍的・今日的課題について考察し，その解決に向けて適切に判断できる。
（Ｃ）社会や文化の形成に関する活動に取り組むため，専門的技能と幅広い表現力を身につけている。
（Ｄ）実践と省察により自らを高めていく課題を設定し，その解決に向けた主体的な取り組みができる。
（Ｅ）社会人としての自覚と責任感をもち，多様な人々と共生しながら社会や文化の形成に貢献できる。

時間割コード 担当者氏名 授業科目名 授業の内容 学習・教育目標との関連 授業の到達目標

学習・教育目標の項目記号

　学習・教育目標の項目との関連を
　0.0, 0.1, 0.2,・・・,0.9, 1.0

　の数値で表す

S923003
丸山　剛史
川島　芳昭

情報科教育法Ⅰ

情報化社会を生きるために必要な情報活用能
力の基礎を習得するため，高等学校教科「情
報」の教育目標，内容，方法について、情報
に関する教育のカリキュラムの中に位置づけ
て系統的に講義する。

情報化社会を生きるために必要な情報活用能
力の基礎を習得するため，高等学校学習指導
要領の情報編に示されている指導目標や指導
内容などに基づき，授業を計画するための基
礎知識を修得する。

・教科「情報」の設置の背景や趣旨を説明で
きる。
・高等学校学習指導要領の情報編に示されて
いる指導目標，指導内容などを説明できる。
・授業を実践するために適切な指導資料や教
材等を指摘できる。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.3 0.2 0.1 0.1

S923100
丸山　剛史
川島　芳昭

情報科教育法Ⅱ

情報化社会を生きるために必要な情報活用能
力の基礎を習得するため，高等学校教科「情
報」の教育目標，内容，方法に基づいて、教
科「情報」の指導のあり方や学習指導を実践
するための知識・技能について多面的に講
義・演習する。

情報化社会を生きるために必要な情報活用能
力の基礎を習得するため，高等学校学習指導
要領の情報編に示されている指導目標や指導
内容などに基づき，授業の計画・実践・評価
について修得する。

・教科「情報」の学習指導案を作成できる。
・授業の目標分析やカテゴリ分析ができる。
・模擬授業を実践できる。
・授業分析を通じて，授業の評価と改善策を
検討できる。 0.0 0.0 0.0 0.3 0.3 0.2 0.1 0.1

S921205 川島芳昭 情報技術演習Ⅰ

　情報化社会における課題の解決手順を設計
するために必要な基礎的な知識・技能を，コ
ンピュータプログラミングの演習を通じて習
得する。

　社会における普遍的・今日的な課題を解決
するには，課題解決のための適切な手順の設
計が必要である。本授業は，そのために必要
な基礎的な知識・技能を習得する。

・コンピュータの基本的な情報処理の仕組み
を説明できる。
・コンピュータの基礎的なプログラミングの
知識・技能を習得する。
・情報処理の手順を考え，基礎的なプログラ
ムを作成できる。

0.0 0.0 0.0 0.1 0.3 0.4 0.2 0.0

S921302 川島芳昭 情報技術演習Ⅱ

　情報化社会における課題の解決手順を設計
するために必要な知識・技能をコンピュータ
プログラミングの演習を通じて習得する。さ
らに，Web上で利用できる教材の作成方法に
ついて導入する。

　社会における普遍的・今日的な課題を解決
するには，課題解決のための適切な手順の設
計が必要である。本授業は，そのために必要
な知識・技能を習得する。

・コンピュータの情報処理の仕組みを説明で
きる。
・コンピュータプログラミングの知識・技能
を習得し，発展的なプログラムを作成でき
る。
・学習指導に必要な簡単な教材を作成するこ
とができる。

0.0 0.0 0.0 0.1 0.2 0.3 0.3 0.1

S922007 伊東　明彦 情報通信ネットワーク

コンピュータネットワークの概要，データ通
信の仕組み，.通信プロトコルの種類，
各種サーバのはたらきと管理，ネットワーク
のセキュリティ，などに関する講義を行う．

本授業は，総合人間形成課程の人間発達領域
専門科目の一つであり，領域における専門
性，特に，コンピュータ・ネットワークに関
する知識を高めるという目標に対応してい
る。

情報化社会の原動力となっているコンピュー
タのネットワーク技術に関し，その基本的な
概念や管理・活用法について理解し，小規模
なLANの管理者としての能力を習得する．

0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.4 0.1 0.1

S921920 堀田直巳 情報システム演習Ⅰ

コンピューターを使って実際に「情報システ
ム」を構築する．

免許教科「情報」の選択科目であり，計算機
システムの概念等の定着を図る。そのために
UNIX環境におけるコンピュータ・システムの
構築と運用を試みる．これら演習を通して，
学校教育現場などで運用している小規模LAN
の運用に関する能力を修得する．また、情報
システム運用保守について合わせて理解す

・計算機システムの概念等の定着を図る。
・そのためにUNIX環境におけるコンピュー
タ・システムの構築と運用を試みる．
・これら演習を通して，学校教育現場などで
運用している小規模LAN の運用に関する能力
を修得する．
・情報システム運用保守について合わせて理

0.0 0.0 0.0 0.1 0.2 0.4 0.2 0.1
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英
語

（
α

）

国際的な通用性を備えた質の高い英語
力の基礎が，「読む」，「書く」，「話す」，
「聴く」の4技能において身についている。

ス
ポ
健

（
β

）

生涯にわたり豊かな生活を送るため，心
身の健康の重要性を，スポーツの経験を
通して理解している。

教
養

（
γ

）

幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな
人間性を形成していく基礎ができてい
る。

（α） （β） （γ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ）

教育学部・総合人間形成課程　カリキュラムマップ　（人間発達領域）

基
盤
教
育

学
習
・
教
育
目
標

専門教育
学習・教育目標

（Ａ）社会や文化の形成に関する知識を修得し，自らの専門領域について深く理解している。
（Ｂ）知識基盤社会における普遍的・今日的課題について考察し，その解決に向けて適切に判断できる。
（Ｃ）社会や文化の形成に関する活動に取り組むため，専門的技能と幅広い表現力を身につけている。
（Ｄ）実践と省察により自らを高めていく課題を設定し，その解決に向けた主体的な取り組みができる。
（Ｅ）社会人としての自覚と責任感をもち，多様な人々と共生しながら社会や文化の形成に貢献できる。

時間割コード 担当者氏名 授業科目名 授業の内容 学習・教育目標との関連 授業の到達目標

学習・教育目標の項目記号

　学習・教育目標の項目との関連を
　0.0, 0.1, 0.2,・・・,0.9, 1.0

　の数値で表す

S950165 黒沢　学 人間発達特講Ａ

人間発達についての特定のトピックについて
講義する。

本授業は，総合人間形成課程の人間発達領域
専門科目の一つであり，領域における専門性
を高めるという目標に対応している。

・そのトピックについて、幅広い文献からの
紹介を行ってもらう。
・そのトピックについて国内外の著名な研究
者について理解する。 0.0 0.0 0.0 0.6 0.1 0.1 0.1 0.1

S950170 川原誠司 人間発達特講Ｂ

心理学の基本的知識について、問題演習を行
う。

本授業は，総合人間形成課程の人間発達領域
専門科目の一つであり，領域における専門性
を高めるという目標に対応している。

・受講生は心理学検定を受検し、それに合格
することを目標にする。
・公務員試験等の心理学の問題演習に無理な
く取り組める姿勢を身につける。

0.0 0.0 0.0 0.6 0.1 0.1 0.2 0.0

S950175 川原誠司 人間発達演習Ⅰ

「人間発達」に関する専門的視点からの研究
に必要な態度や手法を修得するため、専門的
知見に触れ、問題設定の手順、接近法あるい
は思考法など分析手法の基礎を学ぶ。

自律的な学習計画にしたがい選択した専門分
野の研究に必要な態度や知識・手法を修得す
ることを目的としている。４年次に履修する
卒業研究Ａにつながる、人間発達領域専門科
目における必修科目である。

・関心ある専門分野の論文等に触れ、その学
問文化を感じ取る。
・関心ある学問分野の論文作成のスタイルを
身に着ける。
・興味ある専門分野における知見を修得し、
関連文献の収集法や分析手法を理解する。

0.0 0.0 0.0 0.6 0.1 0.2 0.1 0.0

S950180 白石智子 人間発達演習Ⅱ

人間発達演習Ⅰに続き、専門的知見の収集、
問題設定の手順、接近法あるいは思考法など
分析手法の修得を継続し、専門的視点からの
研究に必要な態度や手法を深化させるととも
に、自らの卒業研究Aのテーマ設定の手掛か
りとする。

自律的な学習計画にしたがい選択した専門分
野の研究に必要な態度や知識・手法を修得す
るとともに、自らの研究テーマを絞り込むこ
とを目的としている。４年次に履修する卒業
研究Ａにつながる、人間発達域専門科目にお
ける必修科目である。

・関心ある専門分野の論文等に触れ、その学
問文化を感じ取る。
・関心ある学問分野の論文作成のスタイルを
身に着ける。
・興味ある専門分野における知見を修得し、
関連文献の収集法や分析手法を理解する。
・興味ある専門分野における課題を理解した
上 自ら 論文研究テ を設定する

0.0 0.0 0.0 0.3 0.2 0.2 0.2 0.1

S107400 石川 隆行 子ども理解の心理学

子どもの心身の発達についての知識を身につ
け、保育における発達援助について学びま
す。

人間発達領域の専門科目の１つとして、胎児
期から幼児期までの心理発達に関する基礎的
な知識を身につけます。

・保育に関わる心理学の知識を習得します。
・子どもの発達にかかわる心理学の基礎を習
得し、子どもへの理解を深めます。

0.0 0.0 0.0 0.3 0.3 0.1 0.2 0.1

S107405 石川 隆行 幼児教育相談

子どもと保護者に対する相談援助についての
知識とその支援のあり方について学びます。

人間発達領域の専門科目の１つとして、胎児
期から幼児期の子どもと関わる者の立場とし
て必要な知識と援助方法を身につけます。

・子どもと保護者に対する相談援助の意義に
ついて理解します。
・保育における子どもと保護者に対する相談
援助のあり方について学び、より良き援助に
ついて考察します。

0.0 0.0 0.0 0.2 0.3 0.1 0.3 0.1
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